
「おいでよ！南会津。」　体験型の教育旅行　

学校に助成金

尾
瀬
な
ど
で
自
然
環
境
学
習

農
家
民
泊
や
豊
富
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
も

調
査
研
究
の
ね
ら
い

生
徒
自
ら
行
動
を
立
案

修
学
旅
行
は
学
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の
集
大
成

中
学
校
の
修
学
旅
行
の
実
施
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況
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修
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行
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究
協
会
　


年
度
研
究
調
査
報
告（
抜
粋
）

―
取
材
協
力
―

ま
と
め
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福
島
県
で
は
、
「
『
お
い
で
よ

！
南
会
津
。
』
自
然
環
境
学
び
の

首
都
づ
く
り
事
業
」
を
推
進
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
教
育
旅
行
で
南

会
津
地
域
を
訪
れ
自
然
環
境
学
習

を
行
う
小
・
中
・
高
校
に
助
成
金

を
支
給
す
る
も
の
。
４
月
上
旬
～


月
下
旬
に
か
け
て
実
施
さ
れ
る

活
動
が
対
象
と
な
り
、
児
童
・
生

徒
の
宿
泊
料
金
や
バ
ス
代
金
な
ど

の
一
部
が
助
成
さ
れ
る
（
詳
し
く

は
別
表
を
参
照
）
。

　
助
成
申
請
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
、
み
な
み
や
ま
観
光
（
南
会

津
町
）
ま
で
。

　
福
島
県
南
会
津
地
方
振
興
局
の

久
保
木
光
治
局
長
は
、
「
東
日
本

大
震
災
の
風
評
被
害
に
よ
り
激
減

し
た
教
育
旅
行
の
回
復
を
図
る
と

と
も
に
、
自
然
環
境
学
習
の
拠
点

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
」
と

し
て
い
る
。

　
福
島
県
の
南
会
津
郡
は
、
西
は
新
潟
県
に
、
南

は
栃
木
県
と
群
馬
県
に
接
す
る
南
会
津
町
、
下
郷

町
、
只
見
町
、
檜
枝
岐
村
の
４
町
村
の
総
称
。
そ

の
４
町
村
は
、
県
や
観
光
関
係
団
体
と
と
も
に
南

会
津
着
地
型
観
光
推
進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
て
積

極
的
に
体
験
型
の
修
学
旅
行
を
誘
致
し
て
い
る
。

　
全
国
修
学
旅
行
研
究
協
会
（
岩
瀨
正
司
理
事
長
）
は
、
関
東
、
東
海
、
近
畿
の
公

立
中
学
校
を
対
象
に
「
学
び
の
集
大
成
を
図
る
修
学
旅
行
」
を
テ
ー
マ
に

年
度
研

究
調
査
を
実
施
し
た
。
継
続
調
査
と
し
て
実
施
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
修
学
旅
行
と
学
習
の
関
係
を
捉
え
た
。
概
要
を
紹
介
す
る
。

ガイドと尾瀬を歩く稲植えの体験

　
体
験
の
軸
は
、
ガ
イ
ド
に

よ
る
自
然
環
境
学
習
。南
会

津
地
域
は
、尾
瀬
国
立
公
園

（
檜
枝
岐
村
）、観
音
沼
森
林

公
園
や
大
内
宿（
下
郷
町
）、

駒
止
湿
原
や
前
沢
集
落（
南

会
津
町
）な
ど
の
ほ
か
、昨
年

６
月
に
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク（
生
物
圏
保
存
地
域
）に
登

録
さ
れ
た
只
見
町
な
ど
、豊

か
な
自
然
や
そ
こ
に
暮
ら
す

人
々
の
歴
史
・
文
化
が
今
も

息
づ
い
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
自
然
環
境
に
つ

い
て
、
生
徒
に
分
か
り
や
す

く
説
明
す
る
自
然
ガ
イ
ド
団

体
が
そ
れ
ぞ
れ
組
織
さ
れ
て

お
り
、
普
段
の
生
活
で
は
味

わ
え
な
い
南
会
津
地
域
の
魅

力
を
存
分
に
体
験
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
農
家
へ
の
民
泊
も

南
会
津
地
域
の
大
き
な
特

徴
。
農
村
の
暮
ら
し
や
豊
か

な
自
然
、
地
域
が
育
ん
で
き

た
文
化
に
触
れ
て
も
ら
う
こ

と
で
農
家
の
苦
労
や
知
恵
を

学
び
、
自
然
へ
の
感
謝
の
心

を
育
む
。
地
域
を
挙
げ
て
受

け
入
れ
態
勢
を
確
立
し
て
お

り
、
南
会
津
町
と
只
見
町
に

あ
る
１
６
０
軒
の
農
家
が
受

け
入
れ
を
担
う
。

　
農
家
は
、
旅
館
業
法
の
簡

易
宿
泊
業
に
登
録
し
て
衛
生

管
理
を
徹
底
。
協
議
会
の
も

と
で
、
受
け
入
れ
の
研
修
会

を
行
う
な
ど
、
安
全
対
策
や

健
康
管
理
、
連
絡
体
制
に
万

全
を
期
し
て
い
る
。

　
各
農
家
で
の
体
験
内
容

は
、
「
そ
の
日
、
そ
の
時
、

そ
の
家
」
の
日
常
の
農
作
業

や
家
事
が
基
本
。
農
村
の
季

節
に
応
じ
た
生
活
を
体
験
し

て
も
ら
う
。
米
や
野
菜
な
ど

の
多
様
な
作
物
の
栽
培
、
収

穫
に
か
か
わ
る
作
業
、
郷
土

料
理
の
調
理
な
ど
だ
。

　
１
軒
で
受
け
入
れ
る
人
数

は
３
～
５
人
が
基
本
で
、
年

間
を
通
じ
て
最
大
５
０
０
人

の
受
け
入
れ
が
可
能
。
郡
内

に
は
大
型
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
、

ロ
ッ
ジ
も
あ
り
、民
泊
と
の

組
み
合
わ
せ
も
で
き
る
。

　
ほ
か
に
も
、
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
や
岩
魚
つ
か
み
ど
り
な
ど

の
ス
ポ
ー
ツ
・
ア
ウ
ト
ド
ア

体
験
、
藍
染
め
や
陶
芸
、
わ

ら
じ
作
り
な
ど
の
工
芸
体

験
、
そ
ば
打
ち
や
餅
つ
き
な

ど
の
味
覚
・
食
の
体
験
、
植

林
地
刈
り
払
い
・
枝
打
ち
な

ど
の
林
業
体
験
な
ど
、
豊
富

な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し

て
い
る
。

　
南
会
津
着
地
型
観
光
推
進

協
議
会
　
事
務
局
・
南
会
津

町
商
工
観
光
課
　
〒
９
６
７

―
０
０
０
４
福
島
県
南
会
津

郡
南
会
津
町
田
島
字
後
原

　
修
学
旅
行
は
、
特
別
活
動

の
学
校
行
事
「
旅
行
・
集
団

宿
泊
的
行
事
」
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
。
学
習
指
導
要
領
に

よ
れ
ば
、
特
別
活
動
の
目
標

は
「
望
ま
し
い
集
団
生
活
を

通
し
て
、
心
身
の
調
和
の
と

れ
た
発
達
と
個
性
の
伸
長
を

図
り
、
集
団
や
社
会
の
一
員

と
し
て
よ
り
良
い
生
活
を
築

こ
う
と
す
る
自
主
的
、
実
践

的
な
態
度
を
育
て
る
と
と
も

に
、
人
間
と
し
て
の
生
き
方

に
つ
い
て
自
覚
を
深
め
、
自

己
を
生
か
す
能
力
を
養
う
」

と
あ
る
。
ま
た
、
旅
行
・
集

団
宿
泊
的
行
事
の
内
容
は
、

「
平
素
と
異
な
る
生
活
環
境

に
あ
っ
て
、
見
聞
を
広
め
、

自
然
や
文
化
な
ど
に
親
し
む

と
と
も
に
、
集
団
生
活
の
あ

り
方
や
公
衆
道
徳
な
ど
に
つ

い
て
望
ま
し
い
体
験
を
積
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
活
動

を
行
う
こ
と
」
と
あ
る
。

　
特
別
活
動
の
目
標
達
成
に

あ
た
っ
て
は
、
ね
ら
い
や
育

て
た
い
資
質
、
能
力
を
明
確

に
し
、
体
験
活
動
を
充
実
さ

せ
て
い
く
こ
と
、
各
教
科
な

ど
と
の
関
連
を
図
っ
た
指
導

を
実
践
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。子
供
の
現
状
か
ら
考
え
、

知
識
技
能
を
実
生
活
の
場
で

い
か
に
活
用
す
る
か
と
い
う

課
題
に
向
け
て
、
修
学
旅
行

の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
も

の
が
あ
る
。

　
「
感
性
を
は
ぐ
く
む
修
学

旅
行
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
実

現
に
向
け
て
、
今
年
度
は
昨

年
に
引
き
続
き
修
学
旅
行
と

学
習
の
関
係
に
つ
い
て
調
査

研
究
を
す
る
こ
と
と
し
た
。

ま
ず
課
題
調
査
と
し
て
、
①

修
学
旅
行
の
ね
ら
い
に
つ
い

て
、
学
校
で
何
を
重
視
し
た

の
か
（
複
数
回
答
可
）
②
生

徒
が
主
体
的
に
取
り
組
む
た

め
、
学
校
で
は
ど
の
よ
う
な

方
法
が
と
ら
れ
て
い
た
の
か

（
二
つ
ま
で
可
）
③
現
物
に

触
れ
て
（
見
て
、
聞
い
て
、

体
験
し
て
）
最
も
影
響
を
受

け
た
も
の
は
何
か

以
上

の
３
点
に
つ
い
て
調
査
し

た
。

　
継
続
調
査
と
し
て
、
実
施

時
期
や
実
施
方
面
、
費
用
な

ど
に
つ
い
て
調
査
し
た
。
さ

ら
に
、
今
年
度
は
安
全
対
策

の
観
点
か
ら
、
班
別
行
動
時

の
連
絡
方
法
や
緊
急
避
難
対

策
が
ど
の
よ
う
に
講
じ
ら
れ

て
い
る
の
か
に
つ
い
て
も
調

査
し
た
。

　
ま
た
、
各
学
校
に
お
け
る

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
現
状
に

つ
い
て
も
調
査
し
た
。

　
生
徒
の
興
味
関
心
の
高
い

修
学
旅
行
に
お
い
て
も
、
な

か
な
か
「
主
体
的
な
取
り
組

み
が
困
難
」
と
い
う
昨
年
の

結
果
を
踏
ま
え
、
学
校
と
し

て
ど
の
よ
う
な
手
だ
て
を
講

じ
て
い
る
の
か
調
査
し
た
。

　
調
査
対
象
は
、
関
東
５
県

（
茨
城
・
栃
木
・
群
馬
・
埼

玉
・
千
葉
）
、
東
海
３
県

（
愛
知
・
三
重
・
岐
阜
）
、

近
畿
２
府
４
県
（
滋
賀
・
京

都
・
奈
良
・
大
阪
・
兵
庫
・

和
歌
山
）
の
公
立
中
学
校
。

　
連
合
体
輸
送
の
利
用

　
連
合
体
の
利
用
率
は
、
関

東
が

・
３
％
、
東
海
が


・
２
％
、
関
西
が

・
９
％

で
、
全
体
で
は
約

％
だ
っ

た
。
近
畿
地
区
は
、
方
面
や

利
用
交
通
機
関
が
他
の
２
地

区
と
異
な
っ
て
多
方
面
な
こ

と
が
利
用
率
の
低
い
要
因
。

東
海
地
区
は
片
道
新
幹
線
利

用
と
な
り
連
合
体
利
用
が
難

し
い
。

　
実
施
時
期
の
傾
向

　
毎
年
５
～
６
月
に
全
体
の


％
が
集
中
し
て
い
る
。
２

月
実
施
校
は
、
関
東
地
区
で


校
、
近
畿
地
区
で

校
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
２

年
次
に
実
施
し
て
い
る
（
ス

キ
ー
修
学
旅
行
も
あ
る
）
。

　
実
施
方
面

　
地
区
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

特
色
が
あ
る
。

　
関
東
地
区
は
、
約

％
が

関
西
（
含
む
広
島
）
方
面
へ

行
っ
て
い
る
。
東
日
本
大
震

災
後
、
急
減
し
た
東
北
方
面

は
震
災
前
の
約

％
ま
で
回

復
し
て
い
る
。

　
東
海
地
区
は
、
東
日
本
大

震
災
後
に
激
減
し
た
関
東
方

面
が

年
度
に
は
急
増
し
、

震
災
前
よ
り
も
増
加
傾
向
に

あ
る
。
中
国
四
国
方
面
も


年
度
よ
り
増
加
傾
向
に
あ
る

が
、
関
西
方
面
が
減
少
し
て

い
る
。

　
関
西
地
区
は
、
東
日
本
大

震
災
後
、
関
東
方
面
が
激
減

し
て
中
四
国
、
九
州
、
沖
縄

方
面
が
急
増
し
た
が
、
徐
々

に

年
度
の
状
況
に
戻
っ
て

い
る
。
た
だ
し
、
関
東
方
面

は
や
や
減
少
傾
向
で
、
九
州

方
面
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　
沖
縄
方
面
も

年
度
当
初

に
戻
っ
た
。

　
訪
問
地

　
関
東
地
区
で
は
、
京
都
と

奈
良
が
圧
倒
的
に
多
い
。
方

面
別
に
み
る
と
、
信
州
方
面

で
農
家
民
泊
や
農
家
体
験
を

し
て
い
る
学
校
（
千
葉
県
）

が
あ
る
。

　
東
海
地
区
で
は
東
京
方
面

が
多
く
、
千
葉
、
山
梨
方
面

が
こ
れ
に
続
く
。
関
東
地
区

以
外
で
は
広
島
や
沖
縄
、
長

崎
と
な
っ
て
い
る

　
近
畿
地
区
で
は
、
沖
縄
方

面
が
最
も
多
い
。
次
に
、
東

京
、
長
崎
、
長
野
、
千
葉
と

続
く
。
北
海
道
方
面
に
も


校
が
実
施
し
、
四
国
や
九
州

方
面
な
ど
広
く
実
施
し
て
い

る
の
も
特
色
の
一
つ
。

　
方
面
別
費
用

　
関
東
地
区
で
は
、
関
西
方

面
が
５
万
７
９
８
２
円
で
、

前
年
度
よ
り
１
０
４
７
円
の

減
と
な
る
。
広
島
方
面
は
関

西
方
面
よ
り
６
５
４
３
円
の

増
で
あ
る
。
平
均
は
５
万
８

３
０
３
円
で
、
前
年
度
よ
り

６
１
９
円
の
増
と
な
っ
た
。

　
東
海
地
区
で
は
、
平
均
額

が
５
万
８
４
６
２
円
で
、
前

年
度
よ
り

円
の
増
だ
っ

た
。

　
近
畿
地
区
で
は
、
最
も
多

く
実
施
し
て
い
る
関
東
方
面

が
６
万
４
３
３
円
、
沖
縄
方

面
が
６
万
６
６
２
７
円
。
平

均
は
５
万
９
６
６
８
円
で
、

前
年
度
よ
り
３
２
０
円
の
増

と
な
っ
た
。

　
関
東
、
東
海
、
近
畿
３
地

区
の
平
均
金
額
は
５
万
８
８

１
１
円
だ
っ
た
。

　
方
面
別
体
験
費
用

　
体
験
費
用
は
、
方
面
に
よ

っ
て
実
施
内
容
が
異
な
る
た

め
に
、
費
用
も
一
概
に
言
え

な
い
。
ま
た
、
近
畿
地
区
の

場
合
は
、
ス
ポ
ー
ツ
体
験
や

宿
泊
体
験
な
ど
が
含
ま
れ
て

い
る
場
合
が
あ
る
。

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
の

生
徒
の
い
る
学
校
数
は
、
関

東
で

・
５
％
、
東
海
で


・
７
％
。
全
学
校
数
の
約


％
に
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状

の
生
徒
が
い
る
。

　
ま
た
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

症
状
を
持
つ
生
徒
数
は
、
平

均
で
全
生
徒
の
４
・
４
％
。

７
％
以
上
と
い
う
学
校
数
も

約

％
あ
る
。

　
実
際
の
対
策
と
し
て
最
も

多
か
っ
た
の
は
、
学
校
が
ホ

テ
ル
側
に
予
め
連
絡
を
取
っ

て
原
因
食
物
を
除
去
し
て
も

ら
う
方
法
で
、

・
２
％
だ

っ
た
。
次
い
で
、
担
任
と
養

護
教
諭
、
保
護
者
の
連
携
が


・
５
％
、
薬
を
携
行
さ
せ

る
が

・
４
％
な
ど
。

　
そ
の
ほ
か
、
医
療
機
関
の

確
認
を
取
っ
て
お
く
、
保
護

者
と
個
々
に
連
絡
を
取
る
、

エ
ピ
ペ
ン
の
持
参
、
家
庭
か

ら
冷
凍
食
を
宿
に
送
る
、
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
事
前
調

査
、
原
材
料
一
覧
を
当
該
生

徒
に
示
す
、
そ
ば
体
験
生
徒

は
服
叩
き
、
そ
ば
体
験
の
中

止
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

（
エ
ピ
ペ
ン
＝
蜂
毒
や
食
物

な
ど
に
起
因
す
る
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
反
応
へ
の
補
助
治

療
剤
。
症
状
の
進
行
を
一
時

的
に
緩
和
す
る
も
の
で
、
注

射
後
は
直
ち
に
医
師
の
診
療

を
受
け
る
必
要
が
あ
る
）

　
旅
行
中
の
安
全
対
策

　
旅
行
中
の
安
全
対
策
と
し

て
利
用
し
た
機
器
で
、
最
も

多
か
っ
た
の
が
携
帯
電
話
だ

っ
た
。
複
数
回
答
だ
が
、
約


％
の
学
校
が
携
帯
電
話
を

利
用
。
次
が
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
約


％
、
以
下
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
。
一
方
、
そ

れ
ら
の
機
器
を
利
用
し
て
い

な
い
学
校
は
、
半
数
を
超
え

る
約

％
だ
っ
た
。

　
「
学
び
の
集
大
成
を
図
る

修
学
旅
行
」
の
取
り
組
み

　
こ
こ
で
は
、
①
修
学
旅
行

の
ね
ら
い
で
重
視
し
た
も
の

②
主
体
的
に
取
り
組
む
た
め

の
方
法

に
焦
点
を
当
て

た
。

　
ね
ら
い
で
は
「
班
に
よ
る

活
動
を
通
し
て
、
協
力
性
や

主
体
性
を
育
て
た
い
」
「
見

聞
を
広
め
、
知
識
の
習
得
」

を
図
り
た
い
な
ど
が
、

％

の
学
校
で
重
視
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
人
間
関
係
づ
く

り
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
育
成
）
を
考
え
る
学

校
も
多
か
っ
た
。

　
も
う
１
点
の
方
法
で
は
、

「
班
別
行
動
計
画
を
自
分
た

ち
の
手
で
立
案
す
る
」
が
約


％
で
最
も
多
い
。
生
徒
の

関
心
が
高
い
現
地
で
の
班
別

行
動
を
、
班
の
仲
間
と
共
に

計
画
し
て
い
く
こ
と
は
、
主

体
性
を
育
て
る
上
で
も
最
も

効
果
的
と
考
え
ら
れ
る
。
次

に
「
日
々
の
学
校
生
活
の
中

で
主
体
的
に
取
り
組
む
工
夫

を
す
る
」
「
体
験
活
動
は
自

分
た
ち
で
調
べ
興
味
関
心
を

持
た
せ
る
」
「
企
画
、
計
画

の
段
階
か
ら
生
徒
中
心
に
進

め
る
」
な
ど
が
続
く
。

　
ま
た
、
最
も
影
響
を
受
け

た
も
の
と
し
て
「
自
分
の
想

像
を
超
え
る
大
き
さ
、
美
し

さ
に
感
動
を
得
た
」
が
約


％
で
あ
っ
た
。
ほ
か
に
、

「
学
ん
だ
こ
と
を
実
際
に
見

て
感
動
し
た
」
と
い
う
の
も

約

％
と
多

い
。

　
学
習
指
導
要

領
に
よ
る
と
、

学
校
行
事
の
内

容
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
、

「
―
前
略
―
ま

た
実
施
に
当
た

っ
て
は
、幼
児
、

高
齢
者
、
障
害

の
あ
る
人
々
と

の
触
れ
合
い
、

自
然
体
験
や
社

会
体
験
な
ど
の

体
験
活
動
を
充

実
す
る
と
と
も
に
、
体
験
活

動
を
通
し
て
気
付
い
た
こ
と

な
ど
を
振
り
返
り
、
ま
と
め

た
り
、
発
表
し
合
っ
た
り
す

る
な
ど
の
活
動
を
充
実
す
る

よ
う
工
夫
す
る
こ
と
」
な
ど

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
特
に

体
験
活
動
に
つ
い
て
は
、

「
そ
の
場
限
り
の
活
動
に
終

わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
事
前

に
そ
の
ね
ら
い
や
意
義
を
生

徒
に
十
分
理
解
さ
せ
、
活
動

に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
調
べ

た
り
、
準
備
し
た
り
す
る
こ

と
に
よ
り
、
意
欲
を
持
っ
て

活
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
と

と
も
に
、
事
後
に
は
体
験
を

通
し
て
感
じ
た
り
気
付
い
た

り
し
た
こ
と
を
自
己
と
対
話

し
な
が
ら
振
り
返
り
文
章
で

ま
と
め
た
り
、
発
表
し
あ
う

活
動
を
重
視
し
、
他
者
と
体

験
を
共
有
し
て
幅
広
い
認
識

に
つ
な
げ
る
必
要
が
あ
る
」

と
な
っ
て
い
る
。

　
調
査
の
中
で
特
に
、
事
後

学
習
の
時
間
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
が
、
学

習
結
果
を
確
か
な
も
の
に
す

る
た
め
に
も
、
感
動
を
よ
り

効
果
的
に
す
る
た
め
に
も
事

前
・
事
後
学
習
を
も
う
一
度

考
え
て
み
た
い
。

　
体
験
活
動
に
つ
い
て
は
そ

の
場
限
り
の
活
動
に
終
わ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
事
前
に

ね
ら
い
を
十
分
理
解
し
、
行

動
計
画
を
自
ら
の
手
で
作
成

し
、
体
験
で
得
た
も
の
を
事

後
学
習
の
中
で
、
い
か
に
共

有
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

か
が
、
生
徒
の
主
体
的
な
取

り
組
み
に
も
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
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